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1. 緒言 

小売現場では、棚前における来客の購買行動から購買率

を改善することが期待される。従来、小売現場で客単価を

上げるために、来客の動線長や立ち止まり時間を長くする

ことが有効であるとされ、入店当初の意図とは異なる購買

である非計画購買の増加につながることが分かっている

[1][2]。故に来客に長い距離を回遊してもらう店舗レイア

ウトは、売上向上が期待され、来客の動線と店舗レイアウ

ト、売上記録などに関する研究がこれまでされてきた

[2][3][4]。接客要員を配置できない小売現場では適切な商

品配置やサイネージ等による商品紹介で購買を促進するこ

とが期待される[5]。棚前においてサイネージ等を用いて適

切なタイミングで商品紹介を行うことを想定した場合、よ

り詳細な来客の行動を把握し、その行動に基づいた来客ご

との表示が効果的であると仮説する。また、これまでの動

線や購買行動に関する研究では RF-ID タグ、GPS による位

置追跡が主であった [2][3]。このため、来客に計測器(RF-

ID のタグや GPS 測定器)を所持してもらう必要があり、さ

らに棚前における立ち止まりや手伸ばし、姿勢などの詳細

な購買行動に関する情報を測定できない課題があった。そ

こで、本研究では 3D 測距センサを用いて棚前の来客を検

知して詳細な購買行動をセンシングし、自動販売機(以下、

自販機と表記)前での購買行動と購買率の相関を分析した。

これにより、上記 2 つの課題が解決できることを確認し、

施策に必要な購買行動センシング技術を実証する。 

  

2. 実験方法 

自社内にある図１に示すような自販機を対象に、図２の

平面図に示す自販機が設置されたエリアで測定を行った。

図１の対象自販機は 2 台並んでおり、中央に商品棚があり、

商品を選んだ後、自販機で精算する。 

 

図 2 の出入口から入室した人を来客とし、来客の動きを

センシングするために日立 LG データストレージ製の 3D

測距センサ(HLS-LFOM5A)を用いた。3D 測距センサは来

客を検知して位置座標、姿勢（直立・しゃがみ・歩行）、

手を伸ばした向きを動線情報として記録する。 

本研究では来客人数、購買の有無、動線情報を購買行動

として測定した。また、図 2 に示すように、出入口に近い

ほうの自販機 1 があるエリア 1 と、遠いほうの自販機 2 が

あるエリア 2 を定義する。来客の動線情報における位置座

標がエリア 1 のみにあればエリア 1 動線、エリア 2 にもあ

ればエリア 1-2動線と分類する。 

図 3 に動線検知用 3D 測距センサの設置位置、図 4 に手

伸ばし検知用 3D 測距センサの設置位置を示す。3D 測距セ

ンサは 5 台とも高さ 2.6 m の天井に設置した。図 3 と図 4

の扇形は各センサの測定エリアを示す。図 4 に示す 2 台の

3D 測距センサを用いて、自販機のキャッシュレス決済端

末・コイン投入口・紙幣投入口のいずれかの位置に手を伸

ばしたことを検知し、疑似的に購買判定を行うこととした。 

 

3. 結果と分析 

２章で述べた方法で 2021年 10月 15日から 2021年 11月

15日までの期間で取得した測定結果を述べる。表 1は全来

客の購買・非購買人数と購買率を示す。なお、購買者は出

入口から入室して一回以上購買判定された人、購買率は全

来客数に対する購買者数の割合と定義する。 

 

 

 

†日立製作所 Hitachi, Ltd. 

 

図 4 動線検知用 3D測距センサの配置 

図 3 動線検知用 3D測距センサの配置 

図 1自販機         図 2 平面図 
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 まず、動線長や立ち止まった時間の増加が売上向上に有

効であるとされていることから[1][2]、全来客 1448 人に対

して動線長と立ち止まり時間をそれぞれ算出した。動線長

は図 2 で出入り口から入室して退室するまでの移動距離、

立ち止まり時間は入室してから退室するまで、歩行以外の

しゃがまずに立っている時間の総和として算出した。図 5

は全来客の動線長と立ち止まり時間を、購買者と非購買者

に分けて二次元マッピングした結果を示す。購買者、非購

買者の平均動線長と平均立ち止まり時間をそれぞれ、購買

者代表点、非購買者代表点ととしてプロットした。ここで

購買者代表点については平均動線長が 13.1 m、平均立ち止

まり時間が 19.2 秒であり、非購買者代表点については平均

動線長が 9.8 mで平均立ち止まり時間が 16.7 秒であった。

ここから購買者は非購買者と比べて平均動線長が 33.6%長

く、平均立ち止まり時間が 15.0%長いことが確認された。 

 

 

 次に、分析観点として(1)エリア 1 動線およびエリア 1-2

動線と購買率、(2)自販機 1および自販機 2の購買人数、(3)

エリア 1 動線およびエリア 1-2 動線の平均立ち止まり時間、

の 3つに着目した。まず、(1)動線と購買率について表 2に

示す。表 2 よりエリア 1-2 動線の購買率は、エリア 1 動線

の 1.7 倍であることが分かった。次に、(2)自販機 1 および

自販機 2 における購買人数を表 3 に示す。表 3 から自販機

2 の購買人数は自販機 1 より 7.9%少ない。故に自販機の購

買人数が自販機 2 に偏っていることでエリア 1-2 動線にお

ける購買率が高くなっている可能性は低いと言える。最後

に、(3)動線と平均立ち止まり時間は表 4に示す。表 4 から

エリア 1-2動線の平均立ち止まり時間はエリア 1動線の 1.6

倍長いことが確認できた。そのため、エリア 1-2 動線は奥

のエリアまで立ち入り、立ち止まって商品を見る時間が増

えることで、購買率が高くなったと推察される。 

 

 

 

4. まとめ 

 本研究では自販機前の来客の購買行動を 3D 測距センサ

を用いてセンシングし、動線長・立ち止まり時間と購買率

について分析を行った。棚前における来客の購買行動につ

いて測定器を持ち歩かなくても、位置座標、姿勢・手伸ば

しに関する詳細な情報をリアルタイムに取得することがで

きた。その結果、動線情報を用いた購買行動の分析から、

購買者は非購買者に比べ、平均動線長が 33.6%長く、平均

立ち止まり時間が 15.0%長いことが示唆された。また、出

入口から遠いエリアに立ち入った来客の購買率は立ち入っ

ていない来客より 1.7 倍高く、平均立ち止まり時間が 1.6

倍長いことが確認された。 

故に奥のエリアまで立ち入り、立ち止まって商品を見る

時間が増えることで、購買率が高くなったと考えられる。

これらのセンシング・評価手法は、商品配置やサイネージ

等による購買行動を促進させる施策に応用することが期待

できる。 
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表 1 来客数と購買人数  

 

表 2 動線と購買率 

表 3 自販機の購買人数  

 

表 4 動線と平均立ち止まり時間 

 

図 5  立ち止まり時間と動線長の関係 
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